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白いムクゲの花。朝に開花し

夕方にはしぼむ一日花で

す。大きな株になり、次々咲

きました。（9／5） 

 D
 

相
談
事
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

9/1、上田市では12日までの「上田市民総力による感染拡大防止強化

期間」が提起され、厳しい状況が続いています。 

共産党上田市議団は、8/5 上田市に対し、コロナウイルス感染症に関す

る第5次の緊急申し入れを行いました。【内容は下記記載】事業者支援は、

9月議会補正予算で実現しています。 

９月定例上田市議会は、８月３０日から始まりました。質問は９/６、7

です。【ふるいちの質問項目は下記記載】昨年度の決算を審査する議会で

もあり、議員団は、各分科会・委員会でしっかり取り組みます。 

菅首相が 9 月 3 日、自民党の総裁選に立候補しないことを表明しまし

た。内閣支持率が過去最低水準に落ち込む中、国民の世論と運動に追い詰

められての退陣表明であり、約一年で政権を投げ出す結果となりました。

何よりも、無為無策のコロナ対応で感染を広げ、感染爆発と医療崩壊を招

いたことへの批判が広がっています。また、日本学術会議に対する違法な

人事介入などの強権政治。更に「政治とカネ」を巡る事件が連発する腐敗

政治。「こんな政治は我慢ならない。」という世論が大きくなっています。 

これは9年間にわたる安倍・菅政治を支えてきた自公政治そのものの破

たんであり、誰が総裁になっても、現状を打開する展望は見えてこないわ

けです。今求められているのは政権交代であり、総選挙は日本の命運がか

かった歴史的な選挙になります。希望ある新しい政治をつくるために、ご

一緒に力を合わせましょう。（9/５） 

 

新型コロナウィルス感染症に関する申入れ〈第５次〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し入れの主な内容 

◇感染拡大地域との往来に関する対応について 

〇今年度中、市独自で PCR 検査や抗原検査、検査キッ

トの無償配布の実施 

〇個人が実施する検査への支援措置 

◇引き続き、関係機関と連携して、「療養体制「ワクチン

接種体制」「検査体制」の推進 

◇事業者支援 

〇国及び県の新型コロナ対応の中小企業者への支援制

度の対象とならない事業者への市独自の支援措置 

 ⇒9/6 上田市議会に市独自支援として、追加補正予

算【1億 2,740万円】を提案し、同日可決 

・県の協力金が対象外の飲食業、飲食店に納品する卸・

小売業、酒類製造業、タクシー・運転代行業、飲食店

と恒常的に取引がある事業者、1 事業者当たり 20 万

円を支援する。 

 

 

9月議会一般質問の内容（9/7 ふるいち順子） 

１）新型コロナウイルス感染症対策について 

〇自宅療養や対応調整中の方の状況把握は？連絡体制や

医療ケア、生活必需品の供給について、県や医師会等と連

携して取り組むべきと考えるが、見解はどうか。 

〇県外から訪れる観光客に、市が独自にＰＣＲ検査の費用補

助や抗原検査キットの配布の拡充等の検討を・・ 

〇国は、令和２年度では納税を１年間猶予する特例制度を実

施したが、固定資産税の申請状況と猶予額は？今年度は

事業資産にかかる固定資産税等の軽減制度を実施してい

るが、申請状況と軽減額は？市財政への影響はどうか。 

〇国に対し、今後も固定資産税の軽減制度の継続と減収補

てんを求めるべき。また地方税徴収猶予制度の周知を・・・ 

２） 地域公共交通政策について 

〇今年度から策定する「上田市地域公共交通計画」策定の

背景や趣旨、方針、スケジュール等の状況はどうか。 

〇今年度、上田市地域公共交通網形成計画の評価等を行う

ため実施する、地域協議会や住民自治組織との懇談を行

うに当たり、懇談前に各地域ごとに課題を提起し、取りまとめ

を依頼する必要があるのではないか。 

〇「地域公共交通計画」は、地域の輸送資源の総動員をめざ

している。真田のふれあいバスは、担当課所を平成24年度

高齢者福祉に移行しているが、地域交通部門に戻してはど

うか。また、以前の計画の中で検討を進めるとした途中乗降

について、計画のとおり実施すべきではないか。 

 

 

 

８
月
５
日
、
吉
沢
副
市
長
に

申
し
入
れ
書
を
手
渡
し
、
懇
談

し
ま
し
た
。
（
副
市
長
、
担
当

部
長
出
席
） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
８月６日８時１５分、赤坂の瀧

水寺で、私も鐘を撞かせてい

ただきました 

 

 

全
国
で
粘
り
強
く
取
り
組
ま

れ
て
い
る
毎
月
３
日
の
「 

ア

ベ
・
ス
ガ
政
治
を
許
さ
な
い
」
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
。
真
田
町
で
も

9/3
は
13
名
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
８
月
６
日
と
９
日
の
投

下
時
刻
に
合
わ
せ
て
、
鐘
を
撞

く
「 

平
和
の
鐘
」
行
動
。
新
婦

人
等
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

長
野
県
内
７
０
か
所
以
上
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

我
が
家
の
庭
だ
よ
り 

 

今
年
の
陽
気
は
、
何
だ
か
お
か
し
い
で
す
ね
。
今
日

９
月
４
日
で
す
が
、
雨
が
か
な
り
強
く
降
る
時
も
あ

り
、
肌
寒
い
で
す
。
秋
冬
物
や
ひ
ざ
掛
け
も
出
し
て

き
ま
し
た
。
い
つ
も
な
ら
ま
だ
ま
だ
「 

暑
い
、
暑
い
」と

残
暑
厳
し
い
は
ず
な
の
で
す
が
・
・
・
確
か
今
頃
、
大
根

の
種
を
蒔
く
頃
か
と
思
い
、
去
年
の
メ
モ
を
見
る
と
、

当
た
り
、
９
月
４
日
に
蒔
い
て
い
ま
し
た
。
畑
は
息
子

に
耕
し
て
も
ら
っ
た
の
で
蒔
け
ば
い
い
の
で
す
が
「 

こ

ん
な
に
涼
し
く
て
育
つ
の
か
な
・
・
・
だ
か
ら
な
お
、
早

く
し
な
き
ゃ
・
・
・
」
な
ど
と
、
降
り
続
く
雨
を
見
て
、

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
お
盆
も
雨
降
り
で
、
迎
え
盆
の
お
墓
参
り

を
い
つ
し
よ
う
か
と
迷
い
ま
し
た
ね
。
結
局
孫
た
ち
は

行
か
ず
に
、
私
も
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
間
に
な
っ
て

し
ま
い
、
行
け
る
者
だ
け
で
済
ま
せ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
夕
食
は
家
族
だ
け
で
す
の
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、

に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

１２
日
は
盆
棚
を
孫
た
ち
、
息
子
た
ち
と
作
り
ま
し

た
。
い
く
つ
か
あ
る
提
灯
の
組
み
立
て
を
孫
た
ち
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
仕
上
げ
、
大
助
か
り
で
す
。
母
や

夫
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
し
て
い
た
盆
行
事
を
、

孫
た
ち
に
も
自
然
に
伝
え
ら
れ
て
、
良
か
っ
た
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
家
々
の
門
口
に
は
、
迎
え

火
、
送
り
火
に
焚
い
た
藁
の
跡
が
ま
だ
見
ら
れ
、
根

付
い
て
い
る
風
習
に
ほ
っ
と
し
ま
す
。 

 

あ
ん
な
に
実
っ
て
い
た
夏
野
菜
も
、
こ
の
陽
気
の
せ
い

も
あ
り
、
ぼ
つ
ぼ
つ
終
わ
り
の
物
も
あ
り
ま
す
。
今
年

は
き
ゅ
う
り
の
２
番
手
の
苗
づ
く
り
が
う
ま
く
い
か

ず
、
ほ
ぼ
終
わ
り
で
す
。
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
は

も
う
少
し
い
い
よ
う
で
す
。
ト
マ
ト
は
雨
除
け
し
て
い

な
い
の
で
割
れ
て
し
ま
い
、
急
い
で
使
っ
て
い
ま
す
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気候危機を打開する日本共産党の2030戦略 

日本共産党の志位委員長は、9/1「気候危機を打開する日

本共産党の 2030戦略」を発表しました。 

（１） 気候危機ともよぶべき非常事態・・・CO2削減への思

い切った緊急行動が求められている。新型コロナウイ

ルス、エボラ出血熱、エイズなど新しい感染症出現

の背景にも「森林破壊など環境破壊、地球温暖化が

ある」と指摘 

（２） 「口先だけ」の菅・自公政権・・・4つの問題点 

① 2030 年までの温室効果ガス排出削減目標が低過

ぎる。②石炭火力の新増設・輸出を推進 

③ 原発依存④実用化のめどが立たない新技術が前提 

（３） 省エネと再エネで、30年度までに５０～６０％削減 

   エネルギー消費を４割減らし、再生可能エネルギーで

電力の 50％をまかなえば、50～60％削減は可能 

（４） 脱炭素、省エネ、再エネをすすめる社会システムの

大改革を 

① 電力②産業③運輸・交通④都市・住宅⑤自治

体・・・５分野についての具体的な政策を提案 

（５）脱炭素と貧困・格差是正を二本柱にした経済・社会改

革で、持続可能な成長を 

  気候危機打開の取組みを進めるには、財界言いなりの

政治、新自由主義の政治の根本的な切り替えが必要。

貧困と格差をただすことと一体です。 

*財源は・・・企業にとって利益を生み出し、将来性のある投

資、公共事業・エネルギー関連予算の転換、炭素税の拡充 

県道矢沢真田線の竹室公民館前の縁石が、写真左のように５つ破

損していました。7/12、自治会長さんと大沢川清掃の要望時に、真

田自治センター建設課にみてもらいましたが、「直接の方が早

い。」ということで、県建設事務所に要望しました。建設事務所では

現地調査をして発注、8/12 修復されました。【写真右】 

前号からの活動報告 

８/１８  全県党議員会議 

８/１９  厚生委員会協議会 

８/２２  女性宣伝行動   

藤野やすふみ衆院議員キャラバン街頭宣伝 

８/２３  上田駅前宣伝 

８/２５  タブレットフォロー研修会   

８/２９  新日本婦人の会上田支部委員会 

８/３０  上田市議会９月定例会開会日 

９/ ２  決算特別委員会理事会 

９/ ３  「アベ（スガ）政治を許さない」スタンディング   

９/ 5  共産党ブロック宣伝、スタンディング 

９/ ６  上田駅前宣伝 

９/ ６～７ 上田市議会一般質問 

これからの予定（９/６現在） 

９/ 9  健康づくり推進特別委員会 

９/10  厚生委員会、決算特別委員会厚生分科会 

９/1３       〃 

９/1７  健康づくり推進特別委員会 

９/２１  決算特別委員会理事会 

９/２７  決算特別委員会全体会 

９/２９  上田市議会９月定例会閉会日 

 

 

2/19  上田市議会 3 月定例会開会 

 


